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当時は、地面に掘った穴に石を敷き詰めたアース
オーブンで、食材を蒸焼きにして食べていたと考
えられています。現在でも、大量の食材を加熱す
るには、最も効率の良い調理法といわれています。

リュウキュウイノシシの狩りは危険を伴っていましたが、ご馳走
だったのでしょう。骨を割って、髄（ずい）まで食べていたようです。
試しに、月桃の葉につつんで蒸し焼きにしたら、香ばしく仕上がり
ました！

明治28年編の徳之島事情には、アマミノクロウサギは山奥
に生息し、狩りが難しく稀にしか捕獲されないと記されて
いるものの、下原洞穴からはしっかり骨が出土しています。
黒くなった顎の骨は、焼け焦げたもの。

なんと、下原洞穴からは、魚の骨は見つかっていません！海産
のカサガイやカニのはさみなどが出土していますが、意外にも
カワニナとカタツムリの一種、オオシマヤマタニシが多い。

いつも肉や貝ばかり食べていたわけではなく、
エビヅル、ヤマモモ、ホウロクイチゴやシマ
グワ、シマサルナシ、シャリンバイ、モクタ
チバナ、スダジイ、アマミアラカシの実や、
ヤム芋の一種キールンヤマノイモ、テッポウ
ユリの根、アマクサギやボタンボウフウなど
の葉など、およそ食べられるものは、何でも
食べていたのでしょう。現代の食事よりも、
栄養バランスが良かった・・・かも？

およそ　　　　　　　　年前の出土品が見つかっている下原洞穴は、西阿木名集落の西、下原にあります。集落より60ｍ
くらい低く、標高は90ｍほど。鍾乳洞の天井が崩れ落ちてできた、ドリーネと呼ばれるくぼ地の壁に、ぽっかりと開いた
洞窟が、今回の遺跡です。40㎡ほどの発掘調査で、3,300～3,800年前の遺骨や土器、貝などが埋まっていた、さらに下の
地層から、石の矢じりや失敗作？が3,600点あまり見つかりました！加えて、それらを作るためのハンマー、ドリル、砥石
など、工具の石器もひととおり出土しているのです。 ほか、当時の食に関わる遺物も、たくさん出土しました。

6,000

石器の歴史は長く、
200 万年以上前から
あるんだよ！　
研ぐようになったのは
4万年以上まえのこと。
この矢じりくらいなら、
慣れると 3時間くらいで
完成する･･･かな？　　　　　　　　　　　　　

捕ってきた獣の皮を剥いだり、切ったり
するのには、スクレイパーと呼ばれる
カミソリや包丁のような石器を使うんだ！　　　
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